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•  超音波を用いた材料内部の非破壊評価に関する研究を
しています。

•  レーザ、空中超音波センサ、電磁超音波センサなどを
用いた非接触による超音波計測を新しく開発すること
により、応用分野の飛躍的な拡大につながっています。

• 構造内の複雑な超音波伝搬挙動に関する諸問題は、波
動論や超音波伝搬シミュレーションにより解決します。

• 国研、民間企業の研究所など産学官での研究経験を活
かし、共同研究を通じた応用研究にも積極的です。

自動車・航空機・電機等の製造分野、プラント・電力等のプラントメンテナンス分野、センサ分野

超音波を用いた非破壊材料評価
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環境中から侵入する水素などの外部元素や、材料
内部にもともと存在する元素の拡散・再分配は、
格子欠陥との相互作用を通じて材料特性を変化さ
せ、劣化や破壊を引き起こす。本研究では、原子・
格子欠陥レベルの離散的解析と、多数の格子欠陥
の平均場としての連続体的解析を適切に使い分け、
環境起因の内部変化とその結果として現れる力学
応答との関係を理解する。さらに、欠陥挙動に基
づく材料・構造の健全性評価へと展開し、実用材
料の信頼性向上と設計高度化への応用を目指す。

水素・環境脆化の力学評価と抑制、構造材料の健全性評価・寿命設計、拡散・偏析と力学特性、マルチスケール力学解析（原子～構造）、高信頼性材料・構造設計

環境×格子欠陥×力学で捉える
材料・構造の健全性評価
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＃力学特性 ＃水素脆化 ＃環境劣化 ＃マルチスケール解析 ＃欠陥挙動
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